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 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 ９⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 

 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

    葛⻄教室の先⽣の声をお伝えします。 

               「中学英語 教科書改訂の考察  」 

                                     英語 ⿊磯 直⾏先⽣ 

  2020年度には⼩学校の教科書が改訂されました。それに続き、2021 
 年度から中学校で使⽤する教科書が新しくなっています。また、2022 
 年度には、⾼校で順次新課程（新教科・新科⽬設置など）が始まり、 
 2025年1⽉の「⼤学⼊試共通テスト」の本格実施（現在の中２が⼤学 
 受験をするタイミング）につながっていきます。つまり、今回の中学 
 校教科書の改訂は、⼩学校から⼤学までの⽇本の学校教育全体を改⾰ 
 するための⼀連した流れの中で⾏われるもので、これまでの改訂に⽐ 
 べ、⾮常に⼤規模かつ⼤胆なものになっています。その中でも、やは 
 り⼀番⼤きく変わるのは「英語」です。 

  ⼩５、⼩６に英語が教科化されて早数年。⼩学英語を２年間習得してきているという前提でのカリ 
 キュラムになっています。英単語は、旧教育課程では3年間で１２００語程度と規定されていました 
 が、新課程では２５００語以上と倍増しています。「以上」ですから、教科書によって、また先⽣に 
 よっていくらでも扱っていい、ということになります。※ちなみに、ゆとり時代の課程では９００語 
 以下と規定されていました・・・ 

 中学１年   ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  ⼩学校の間は、「つづりはあまり書けなくていいですよ」「意味が分かればいいんですよ」という 
 ところから、中学になると「定期テスト」「課題テスト」とアウト 
 プットでどんどん英語を書くテストが連続していきます。そこに⼾ 
 惑う中1⽣も少なくないようです。実際、江⼾川区のある中学校で 
 は、中１の１学期中間テストであるにも関わらず、平均点が６０点 
 を切ったようです。 
  積み重ね科⽬の最たるものである英語は、最初の導⼊に失敗して 
 しまうと、好き嫌いがはっきりしてしまう傾向にあります。しっか 
 りとした導⼊と指導が必要です。（もちろん、無理やりやらせても 
 失敗してしまうので、塩梅よく進める必要があります。） 
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  中１では、  Lesson 1 “ I am ~.”, “I like~”  からスタートです。 
  ・・・そうです。冒頭の冒頭でもう⼀般動詞の登場です。命令⽂もいきなりお⽬⾒えです。⼩学校 
 ではもちろん⼀般動詞の会話も扱っていますから当然です。アルファベットも知ってて当然という体 
 で進んでいきます。 

  Lesson 2  canの肯定・否定・疑問⽂ 
    旧課程では中１最後に出てきていたcanが１学期に登場します。この、単元の前倒しの傾向   
   はこの後も続き、  Lesson5︓現在進⾏形  、  Lesson6・7︓ 過去形  、  過去進⾏形、Lesson8︓   
   未来表現  ・・・旧課程では中2単元だった内容のオンパレードです。 
    その他、前出の命令⽂などの詳細は、  Reading Plus  など、課程とは別⽴てで扱うことになりま 
   す。 

 中学２年   ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  中1はなかなかハードでしたね。これだけでも驚きなのですが、中２を⾒ていきましょう。 

  Lesson1︓接続詞when・if・that 
    想像はしておりましたが、⽐較的苦⼿にしてしまう⽣徒が多い単元である接続詞がLesson1に登 
   場です。これはなかなかハードです。苦⼿意識が芽⽣えなければいいけど・・・ 

  Lesson2︓不定詞３⽤法 
    衝撃です。ここで英語の⼭場である不定詞が登場します。旧課程では２学期に扱われることが 
   多かったのですが、１学期の中間テストは相当気合を⼊れて臨むことになりますね。 

  Lesson3︓There is / 動名詞   Lesson4︓第２⽂型・第４⽂型・第５⽂型 
    これまで２、３年⽣に分散させていた⽂型を、⼀気に学習します。補語(C)の感覚の理解がなか 
   なか難しいんですよね・・・ 

  Lesson5︓⽐較   Leeson6・7︓現在完了 
    旧課程では中３の１学期に充当されていた現在完了がここに⼊ります。⽇本語にない⽂法事項 
   であるため、教える側の⼒量も問われる単元でもあるのですが、過去分詞などの知識も追加して 
   覚えていく必要があります。 
    また、  Reading Plus  ではso~that…構⽂、It for to構⽂も収録されています。これらの⽤法も、中 
   ３の２~３学期にかけて学習していたものです。 

  １学期の様⼦を⽣徒から聞いてみると、急激な学習内容の増加に対応できてい 
 る学校とそうでない場合があり、扱いも先⽣によって⼤きな差異があるようで 
 す。多くの場合が速度を意識しつつも内容をしっかりと抑えた進⾏をしているよ 
 うですが、まれに「さらっ」と読んだだけ、とか、先⽣が概要を説明しただけで 
 終えているというケースもあったりするようです。こういった内容こそ、⼊試に 
 おいては頻出事項なので、注意が必要です。 

 中学３年   ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  ここまでの⼤きな変化に、もう⼗分おなか⼀杯かもしれませんが、もう少しお付き合いを。 

  Lesson1︓現在完了進⾏形 
    中３の最初は「現在完了進⾏形」からスタートです。中２で現在完了を学習しているのでその 
   流れですが、もともと現在完了進⾏形は⾼校内容で、⾼校から降りてきた単元の１つです。 

  Lesson2︓受動態 
    旧指導要領では、中２の最後にあったのですが、中３に充当されています。もともと、中２で 
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   学習して中３で復習として再登場していた単元なので、合わせて中３で初⾒ということにしてし 
   まったのかもしれません。 

    Lesson3︓分詞   Lesson4︓関係代名詞（主格） 
  Reading Plus︓疑問詞＋to不定詞   Lesson5︓関係代名詞（⽬的格）・接触節・to不定詞と動名詞 
    いよいよ関係代名詞の登場です。さらっと書いてしまいましたが、「to不定詞」という表現に  
   なっています。今までの学習指導要領では、中学で不定詞と⾔えば「to+動詞の原形」と相場は決 
   まっていたのですが、この後Lesson7で原形不定詞が出てくるので、⾼校英語と同様に区別してい 
   るのかもしれません。 

  Lesson6︓仮定法 
    今回の改定の真打登場です。⾼校から降りてきた仮定  
   法。どうやら仮定法過去のみのようです。過去完了が⾼校 
   内容に留まったので、必然的に仮定法過去だけの扱いにな 
   ります。I wish.などの、ifを使わない⽤法も登場します。慣 
   れればそう難しくないのですが、最初の導⼊がまずいと  
   「わからない」となりがちなのでちょっと丁寧に扱う必要 
   があるのですが、Lesson6という時期が…バタバタっと終 
   わってしまいそうで⼼配です。 

  Lesson7:間接疑問・原形不定詞・時制の⼀致 
    原形不定詞が⾼校内容から降りてきています。どの単元 
   も⼊試では頻出なのですが、こんな最後にしてしまうとやはりバタバタで学習することになる⽣ 
   徒も出てきそうです。もうちょっと早い⽅がいいのかなとは個⼈的には思います。 

  このように、新しい教科書では、とにかくボリュームが増え、難度が⾶躍的に上がっていることが 
 お分かりいただけると思います。 
  ただ、旧課程より実⽤的、現実的な英語が学習できるようになっています。新課程では、⼩学校で 
 ⼀定の表現や単語を⾝につけていることが前提となっているので、初めから複数の⽂法表現が扱える 
 ため、現実の場⾯に即した⾃然な内容であるといえます。より複雑で彩り豊かな⽂章が並んでいるの 
 が特徴です。また、従来の学習⼿法が効果的な場⾯と、そうでない部分が出てきます。インターネッ 
 トやデジタル機器を⼤いに活⽤していくことを前提とした学習内容も存在しています。我々⼤⼈が中 
 学で勉強した環境とは根本から⼤きく変わっており、従来の学習⽅法の常識が全く機能しない場⾯も 
 あります。⼀辺倒に学習を進めるのではなく、お⼦様の⽬標や特性などを⾒極めながら指導していく 

 必要性がより強まっていくと感じます。 
  この改定により、⼊試問題、特に都県⽴の作問にどう影響する 
 のかは、これから徐々に明らかになってくる⾒込みです。特に千 
 葉県は、2021年度⼊試より試験時間が50分から60分に10分延⻑ 
 されています。もっとも2021年度は⼤きな変化が⾒られません 
 でしたが、今後の情報に注⽬です。これにつきましては、判明し 
 次第、授業や保護者会などを通じて、最新かつ正確な情報をお伝 
 えしていきます。 
  Ｚ会進学教室では、英語学習に最も効果的なカリキュラムを提 
 ⽰し学習を進めています。⼊試がどんなに変化しようとも、⾃信 
 を持って⼊試に送り出せるものです。単語・熟語の学習をはじ 
 め、担当の先⽣の課す内容を、毎週しっかりとこなしてくださ 
 い。それを積み重ねることで、⼩⼿先だけの理解になることのな 
 い、本当の学⼒となっていきます。Ｚ会の強みであり、特徴でも 
 あります。今後とも、お⼦様の成⻑をともに⾒守り、⽬標達成に 
 向けて全⼒で取り組んでまいります。 

 3 



 4 


